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1　は　じ　め　に

本県特産の平核無は，ほとんどアルコール脱渋して出荷

されている。アルコール脱渋したカキは風味が良く，消費

地においても好評を得ているが，欠点は汚損栗が発生しや

すいことである。

汚損黒の発生原因については，アルコール脱渋時の水分

の影響によることが認められている。この水分を吸収する

ために高分子吸水ポリマーを使った資材が汚損果防止に有

効であることが確認され，実用的に使用されている。しか

し，使用の際の形態が不備で一部汚損栗を発生する場合が

あった。

本試験は，改良型資材（昭和1年製）の使用法と，他の

資材利用による汚損果防止効果を検討したものである。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　場内

（2）供試果実　平核無，優報Sサイズ，寒河江市平塩産

昭和61年10月29日収穫

（3）試験区と供試資材

区　 別
使 用 部 位

（上 か ら ）
吸　 水　 ポ リ　 マ　 ー　 資　 材　 の　 説　 明

Ⅰ 2 ダ ンボ ール紙 の片 面 に吸 水 ポ リマ ーを付 着 し．そ の周 辺 をは っ水処理

Ⅱ 3 同　　　　　　　　　　　 上

皿 2 Ⅰ区 に準 ず るが ，片 面 を 全面 揆 水処理

Ⅳ 2 防 水 シ ー トの 片 面 に吸 水 ポ リマ ーを付 着 し，反対 側 に吸 水 パ ルプ を 付 着

Ⅴ － －

備考：Ⅰ～Ⅳ区までは，いずれも吸水ポリマー面を下側にして使用。各区とも2段と3段，3
段と4段の間に穴あきパッドを使用。ただし．工区は吸水ポリマー資材と交換。

処理月日＝10月3相，開封時＝11月12軋　日持ち調査三11月28日

14）処理方法　ラミネートタイプダンボール箱（15和語）

に38％アルコールを130∝（Ⅳ区は70％

アルコールを56cc）カップ処理した。

3　試　験　結　果

（1）汚損異の発生

日　汚損巣の発生度は，対照区に比べていずれも低い傾

向がみられた。特に高濃度アルコールを使用したⅣ区で少

なかった。

また，段位別の汚染果発生の差は明らかでなかった。

2）汚損巣の発生率は，発生度と同様に，吸水ポリマー

資材を使用した各区が少ない傾向であった。ただし，商品

価価に影響しない（無＋微）の発生率はほぼ同程度で，各

区の間に差はみられなかった。なお，対照区は微でも汚損

の範囲の広いものが多かった。

（2）ポリマーシート吸水量

1）ポリマーシートの吸水量は，上面を揆水加工したも

の（Ⅲ区）と，しないもの（Ⅰ，皿区）との差はなかった。

しかし，ポリマーシートを上から3段目に使用したⅢ区は

吸水量が最も少なく，観察でも，開封時のⅢ区上段の水滴

は最も多かった。

18）果実品質

1）果実の軟化は，いずれも少なく差がみられなかった。

2）脱渋進度は，Ⅱ，Ⅲ区がやや早く，Ⅳ区が遅れる傾

向であった。また，1，Ⅱ，皿区では下から2段目の果実

の脱渋が遅れる傾向であった。

8）果実品質は，処理による大きな差はみられなかった。

ただし，Ⅳ区の果実は全般的に色調が悪かった。
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蓑1　汚損黒の発生状況

区 別
調 査

果 数

汚　 損　 果　 発　 生　 度 汚 損 果 程 度 別 発 生 率 （％） ポ リマ ー

シ ー ト

吸 湿 量
1 段　 2 段　 3 段　 4 段　 平 均 多　 中　 少　 微　 無　 芸璧 毒 針 微

Ⅰ 3 15 3．2　　 3．8　　 4．0　　 7．3　　 4．7 0．0　　 0．3　　 4．5　 18．7　 76．5　　 23．5　　 9 5．2 37．0

Ⅱ 3 23 5．8　 10．2　　 6．6　　 5．4　　 7．3 0．0　　 0．0　　 7．4　 28．8　 63．8　　 36．2　　 92．6 17．2

皿 3 22 5．6　　 5．3　　 5．6　　 6．3　　 5．5 0．0　　 0．0　　 4．0　　 25．2　 70．8　　 29．2　　 9 6．0 36．2

Ⅳ 3 23 8．0　　 1．7　　 2．1　 4．3　　 3．5 0．0　　 0．0　　 3．1　 14．5　 82．4　 17．6　　 96．9 25．5

Ⅴ 3 23 6．9　　 7．3　　 8．7　　 7．8　　 7．7 0．0　　 0．3　　 5．6　　 34．0　 60．1　 39．9　　 94．1
－

備考：＜汚損果発生度及び発生率＞

発生程度別評価基準…無：0，徴：0．5，少：1．0，中：2．0，多：3．0
（微は商品価値に影響しない程度）

発生度＝
評価基準別汚損果敢×指数
調査異数×3

蓑2　脱渋後の果実品質

区 別
軟 化

発 生 率

脱　　 渋　　 進　　 度 異　　　　　　　　 色 日　 持　 ち　 性

1 段　　 2　　　 3　　　 4　　 平 均 1 段　　 2　　　 3　　　 4　　 平 均 －　　　 ±　　　 十

Ⅰ 0．0 0．5　　 0．8　 1．0　　 0．8　　 0．8 5 ．8　　 5．7　　 5．6　　 5．6　　 5．7 8 6．7　 1 3 ．3　　 0．0

Ⅱ 0 ．0 0 ．4　　 0．7　　 0．8　　 0．6　　 0．6 5 ．7　　 5．8　　 5．8　　 5．8　　 5．8 86 ．7　 1 3 ．5　　 0．0

Ⅲ 0 ．0 0 ．3　　 0．6　　 0．8　　 0．7　　 0．6 5 ．8　　 5．9　　 5．8　　 5．9　　 5．9 80 ．0　　 2 0 ．0　　 0．0

Ⅳ 0 ．0 0 ．8　　 0．9　　 1．0　　 1．0　　 0．9 5 ．7　　 5．6　　 5．5　　 5．6　　 5．6 9 1．7　　 8．3　　 0．0

Ⅴ 0 ．0 0 ．7　　 0．8　　 0．8　　 0．8　　 0．8 5 ．8　　 5．7　　 5．5　　 5．5　　 5．7 86 ．7　 13 ．3　　 0．0

備考：＜脱渋進度＞
脱渋時にろ紙プリント法により調査した。

0：渋味なし，1：わずかあり．2：あり，3：かなりあり
＜日持ち性＞

－：軟化していない果実，±：やゝ軟化した果実，＋：軟化した果実
く男色＞

果頂部の果色をカキ（平核無）カラーチャートによって調査した。

4）日持ち性は，Ⅳ区の軟化発生が少なかった。他の区　に吸水面を下にして使用すると，汚損果防止効果が高かっ

間に差はみられなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　た。脱渋性についても実用上の問題はなかった。

4　ま　　と　　め
高濃度アルコール処理は，汚損果防止効果が最も高かっ

たが，脱渋進度は遅かった。今後，適正なアルコールの便

昭和61年製吸水ポリマー資材を上から2段目の果実の上　用量の検討が必要である。
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